
 
地域と創る｜10 

  

 まちづくり事業の促進 
地域の復興と持続的な発展に向け、官民連携プロジェクトへの積極的な参画や 
公共インフラ再整備への支援に取り組んでいます。 

□官民連携事業（ＰＰＰ／ＰＦＩ）の促進 
 ・ＰＰＰ（パブリック・プライベート・パートナーシップ）や、公共施設 
  等の設計、建設、維持管理および運営に民間のノウハウを活用し、公共 
  サービスの提供を民間主導で行うことで、効率的かつ効果的な公共サー 
  ビスの提供を図るＰＦＩ（プライベート・ファイナンス・イニシアチブ） 
  に積極的に参加しています。 
 
 
 
 

□地域開発プロジェクトへの参画 
 ・東北放射光施設、国際リニアコライダー誘致や地域再開発計画等の地域 
  開発プロジェクトに参画しています。 
 
  
 

□外部機関と連携した支援 
 ・日本政策投資銀行との「まちづくり事業推進にかかる業務協力協定」に 
  基づき、双方のノウハウとネットワークを融合させ、官民連携事業への 
  支援などのまちづくりに関する幅広い分野で連携を強化し、付加価値の 
  高いサービスの提供に取り組んでいます。 
 
 
 

ＭＥＮＵ 

ＰＩＣＫ 
ＵＰ 官民連携（ＰＰＰ／ＰＦＩ）

促進プログラムの開催  

 人口減少、公共施設の老朽化に伴い、地方公共団体等が主導するＰＰＰ／ＰＦＩ事業の 
増加が見込まれます。当行では、地方公共団体と連携のうえ案件の組成段階から関与し、 
これまで宮城県内で13件の事業について融資金融機関として参加、うち6件についてはメ 
イン行としてアレンジャー業務を行っています。 
        

●ＰＰＰ／ＰＦＩ事業の促進 

 【当行の宮城県内におけるＰＰＰ/ＰＦＩ取組実績】 

    【仙台市天文台】 

      【スポパーク松森】      【仙台国際空港】 

          【青葉山ユニバーシティ・ハウス等】 

          【野村学校給食センター】 

          【宮城県消防学校】 

七十七の 
  取組み 

官民連携促進ミーティング 
（セミナー開催後の個別フォロー） 

ＰＰＰ／ＰＦＩ促進セミナー 
（２０１８年１０月予定） 

官民連携ミーティング 
（セミナー開催後の個別フォロー） 

本プログラムでの目指すべき成果 

【地方公共団体】 
ノウハウの獲得 
ネットワーク構築 
  【地元企業】 
ノウハウの獲得 
参入機会の創出  

   【当 行】 
地方公共団体との 
課題の共有 
グループでの案件 
コーディネート 
金融面での支援 

発注者 事業名
仙台市 松森工場関連市民利用施設整備事業「スポパーク松森」
仙台市 天文台整備・運営事業
東北大学 三条学生寄宿舎整備事業

石巻地区広域行政事務組合 消防本部庁舎移転整備事業
仙台市 野村学校給食センター整備事業

石巻地区広域行政事務組合 養護老人ホーム改築事業「万生園」
宮城県 消防学校移転整備事業
宮城県 教育・福祉複合施設整備事業
東松島市 学校給食センター整備運営事業
女川町 水産加工団地排水処理施設整備等事業「フィッシャリーサポートおながわ」

国土交通省 仙台空港特定運営事業
仙台市 南吉成学校給食センター整備事業
東北大学 青葉山ユニバーシティ・ハウス等整備事業

 ２０１８年度の新規施策として、ＰＰＰ／ＰＦＩの活用促進を図るため、日
本政策投資銀等と共同企画を開催いたします。 

官民連携促進プログラム 
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 まちづくり事業の促進 
七十七の 
 実践 

【廃校を活用した地域複合観光交流施設開所に向けた支援】 

物販・飲食・体験交流施設整備（旧支倉小学校） 
～ 総称：「イーレ！はせくら王国～Kawasaki Eat Activity Kingdom」 ～ 

株式会社東北農都共生総合研究所 
（宮城県仙台市、2012年12月設立） 

施設面積：1,510㎡（校舎）、800㎡（体育館）、2018年7月オープン 

【直売所・物販】 
  農産物直売、加工品 

 土産品、雑貨 等 

 【飲食・テイクアウト】 
  カフェレストラン 

 地元食材・チョコ 等 

【体験交流・学び】 
味噌づくり 

  カカオtoチョコ体験 等 

業務提携 
（産学連携） 

商品開発協力 
フィールド学習 

写真出所：当社提供 

 
新しいコミュニティ 

の形成 
↓ 

地域経済への波及 
 

地域農業の 
維持・再生 

新たな雇用 
の創出 

観光拠点化・ 
交流人口の拡大 

 当社は、６次産業化や地域ブランド化等の支援を行う経営コンサルティング会社で、地方公共団体等からの６次産業化サポート事業の受託が 
主力事業です。本プロジェクトは、全国的に社会課題となっている廃校を利活用し、農山村における地域コミュニティの維持と、農業を基盤と 
した地域産業の創出を図ることで、持続可能な地域経営モデルを構築することを目指しています。 
 当行では、当事業の実現に向けた事業計画策定支援や宮城大学との産学連携、宮城調理製菓専門学校とのマッチングによる商品開発への協力、 
地元金融機関等との協調融資の組成などを行ったほか、ビジネスマッチングなど販路拡大の面でも支援を継続しています。 
       

●「株式会社東北農都共生総合研究所」への支援 

ビジネスマッチング 
ＰＲ面での協力 

七十七銀行 ○宮城大学 
○宮城調理製菓専門学校 

 地域農業の衰退 
町内の廃校増加 

事業計画 
策定支援 ※川崎町で幼少期を過ごした支倉常長が、慶長遣欧使節として訪欧し日本人で初めてチョコレートを食べた 

 と言われていることに因み、本施設ではチョコレートに関連したメニュー等が特徴となっています。 

地域復興 
６次産業化 
雇用創出 

川
崎
町
内
の
廃
校
を
活
用 

ファイナンス面での支援 
運転・設備資金 

クラウドファンディング 


